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礒野紀子（（企）労協ながの）

9時に長野駅東口をバスにて出発。松代象
山神社駐車場で東京高齢協のバスと合流。徒
歩で象山地下壕へ移動途中、地下壕のある山
並みを紹介。入り口近くで、報告・案内の長
野俊英高校の郷土史研究班の高校生6人が歓
迎のパネルをもって出迎え。

私たちの先輩が 20年前に沖縄に行ったと
き、戦時中病院として使われていた「ガマ」
を見学した。地元松代にも同じようなガマが
ある。Ｂ29の10トン爆弾の落下にも耐える
ことのできる山の中の丈夫な岩磐を掘ってつ
くられていた。入ってはいけない事になって
いたが入り口を見つけ入ってみたことからこ
の活動がはじまった。10年前から一般公開
を目標にして実現した。

工事方法の説明
まず、清野（地名）側の山の斜面に木でや
ぐらを組んで、地上から数ｍの高さから穴を
開けて掘り始めた。たくさんの土砂が出るの
で、片づけられるようにスペースを広く取っ
たが、やぐらはすぐに土砂で埋まってしまっ
た。神山側からも同様に掘った。
工夫がダイナマイトを仕掛ける穴を開ける
仕事をしていて、岩に穴を開ける削岩機を

使っていたときに、削岩機が途中で折れて
60年以上も岩に突き刺さったままになって
いるものもある。まず、岩盤にダイナマイト
用の穴を5箇所開ける。そして、発破師がダ
イナマイトを仕掛ける。不発弾が分かるよ
うに導火線の長さを変えて爆破の時間をず
らす。爆破させる時はあわてて岩陰に隠れ
たが、ものすごい勢いなので、たくさんのけ
が人や死人が出た。爆破で四角い穴を開け、
縦横2.7ｍになるように広げた。1回の爆破
で1.5ｍ、1日3～4交替で4～5ｍ進んだ。
湧き水対策に、100ｍ進むごとに1ｍ高くな
る勾配をつけた。
トロッコ押しは、岩くず（ずり）をトロッ
コに乗せて運び、整理場で櫓の上から捨て
る。米軍機が上空からたくさんの岩くずを
見つけると何をしているか分かるので、木
や葉っぱを掛けて隠した。夏はすぐ枯れて
しまうので、地元の小学生まで動員した。朝
鮮人 7000人、日本人 3000人の 1万人が働
いた。朝鮮人は特に危険な作業をさせられ
て、非常に多くの犠牲者が出た。
発破師の朝鮮人チェサムさんが体験を証
言してくださった。「ある時、仲間が事故に
あったと聞いて急いで駆けつけた。事故後、
煙の中で仲間を探した。現場は血の海で肉
片が散らばっていた。肉片を集めたが、人間
の一番大切な部分の頭がなかなか見つから
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ない。あきらめていたところ、上から生暖か
い血がぽたぽたと落ちてきて、カンテラで
照らすと岩と岩の間に頭が挟まっていた。
髪の毛を引っ張ったが、栄養状態が悪く髪
の毛がするすると抜けた。仲間に肩車をし
てもらい、岩の隙間に手を入れて抱きかか
えるように頭を引っ張り出した。その時、ず
しりという重みを感じた。人間の頭という
ものはこんなにも重いものかと思った。」
チェサムさんは、戦争とはこんなに悲惨
なものなんだという事を僕たちに語り継い
でくれた。この地下壕では、大勢の朝鮮人と
日本人2名が亡くなった。朝鮮の人と地元の
人との間には交流もあった。しかし、朝鮮人
に対してひどい事が行われたことは事実で
ある。松代は弱い者が犠牲になるという戦
争の本質が見える場所だと言われている。
皆さんもこの地下壕で戦争の犠牲になられ
た方の気持ちを考えながらこの先見学をし
てほしい。

奥に進み説明
山の中を掘って大本営をつくるとたくさ
んの岩くずが出るのは想像できると思うが、
ここ松代には岩くずが残っていない。一体
どこに行ってしまったかというと、長野県
の国道の下土に使われたそうだ。しかし、使
われたのは全体の一部。それでは大部分は

どこに使われたのか。実は外務省や国土交
通省のある東京霞ヶ関一帯の下土に使われ
たそうだ。今、従軍慰安婦や強制連行に関し
て日本の責任が問われているが、残念なが
ら、わが国はドイツと違って戦後保障をほ
とんどしていない。下土の中には、亡くなっ
た朝鮮人労働者の遺体や遺骨も混ざってい
るという話もある。なぜ、松代大本営建設中
に出た岩くずをわざわざこんなところに
使ったのか。終戦の時に、日本を占領したＧ
ＨＱ連合総司令部に日本の道路は駄目だと
言われ、それならもう一度舗装し直そうと
考えて、どこかにいい下土がないかと探し
たところ、たまたま松代にあった。電車等を
使って東京に運んだらしい。この話を聞い
た東京の人は、あの付近を通るとき、気が引
けてしまうとおっしゃっていた。このこと
を考えると歴史の悲劇を感じると思う。
地面にある小さな窪みは、トロッコの枕
木の溝跡。はじめは、トロッコがレールから
外されないようしっかりと固定するために
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掘られたものと考えられたが、松代大本営
は突貫工事だったので、そんな暇など無
かったはず。それではなぜ溝はできたのか。
もちろんトロッコの重みで枕木が沈んだと
いうこともあるが、ずりを満載したトロッ
コを何千回、何万回と押して行った結果、ト
ロッコのずりがくずれ落ちて積もり、枕木
を埋めてしまった。これを見ると工事の膨
大さ、大変さがよく分かる。
厳しい労働の中でもこんな明るいエピ
ソードもある。トロッコ押しをしていた旧
制屋代中学、今の屋代高校の生徒で、当時こ
の工事に動員されていた方の証言によると、
トロッコ押しは2人でやる仕事で、1人は日
本人でもう 1人は強制連行されてきた朝鮮
人だった。その朝鮮人の青年は、ずりを捨て
て空っぽになったトロッコに彼を乗せてく
れたそうだ。話や交流を一切してはいけな
いと上からきつく命令されていたが、壕の
末端までは監視の眼は届かない。強制連行
されてきた朝鮮の青年から見れば、学生の
彼のことが故郷に残してきた自分の弟のよ
うに見えたのかも知れない。

テ グ

ここに韓国の第三の都市「大邱」という文
字が書かれている。朝鮮の人々は、8月13日
になると日本が戦争に負けると分かり、も
う働かなくなってしまったので、おそらく

それ以降に朝鮮の人々が書いたものと思わ
れる。どんな想いで書いたのか。暗いトンネ
ルの中で仲間がどんどん倒れ、いつ開放さ
れるか分からない辛くて長い日々。でも戦
争が終わり、これでやっと自分たちの国へ
帰れるという望郷の想いで書いたのではな
いだろうか。
ここに顔の絵もある。兵隊に見えるが、か
つて案内した在日の方が、朝鮮人が朝鮮の
お祭りの時の帽子をかぶっているのではな
いかと言っていた。早く故郷に帰ってみん
なでお祭りをやりたいと思って描いたもの
かもしれない。

これまで 20年間、高校生がこの取り組み
をしています。彼らは3年で交替していきま
すから、3年間の経験では全ては分からない
のですが、嬉しいことに、私を追い抜いてい
くような生徒もいます。松代工事を体験し
たり見聞きしたりしたお年寄りの方は、自
分の孫くらいの高校生には気楽に話してく
れます。大人が聞きに行ってもなかなか話
してもらえませんが、高校生がやっている
からということで情報をいただけるようで
す。
平和に関心のある大人たちと戦争を知ら
ない生徒たちが一緒になって、行政にはた
らきかけて松代大本営の保存が実現したこ
とは、日本だけでなく世界でもあまり例の
ないことです。高校生は学んだことだけし
か話しません。価値を押し付けることはな
い。史実だけを伝えて、あとは皆さまに考え
ていただきたいと思っています。

質問
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先輩たちが非常に真剣に、そして一所懸
命にやっているのを見て、憧れて始めた。最
初はゴミ拾いや案内をしていて、どうして
こういうことをやっているのか意味が分か
らなかった。しかし、朝鮮の人がこんなに大
きなものを掘って、異国の地で亡くなった
ということを知って、もし同じことが自分
の身に起きたらどんな気持ちになるか考え
た。今では、この事実を自分一人の中で埋も
れさせるのではなくて、感じたことをもっ
と多くの人に伝えて考えてもらいたいとい
う使命感をもっている。

戦争について教科書で習っているだけで
は、ほんの数ページ分の内容しかないが、こ
ういう活動をしていると人々の苦しみや怒
りが伝わってくる気がする。

上野誠は、1931年に東京の美術大学へ入
学しました。満州事変の年でした。その頃、
大学では反戦運動をやっていて、学内民主
化運動をしたり、労働運動に携わったりし
ていた学生は退学になり、つぎつぎと警察
に捕まりました。上野は自分も危ないと
思って、部屋の物を焼いたり処分したりし
ましたが、やはり捕まってしまいました。
上野警察の豚箱には、スリや泥棒や強盗
がたくさんいて、「なぜ捕まったのか正直に
言え。」と言われて話をしました。そうする
と、「みんなよく聞け、今度来たやつは俺ら

とはちょっと違うぞ。俺たちはかたぎの人
に迷惑をかけてきたが、こいつは国のため
を思って入ってきたんだから、俺たちの兄
貴分だ。大事にしろ。」と言って大事にして
くれました。しばらくすると、警察に呼び出
されて拷問にかけられました。気絶して水
を掛けられて、その次に爪と指の隙間に竹
のへらを突き刺されました。最後は這うこ
ともできなくなりました。豚箱に戻される
と泥棒たちが寄ってきて、「知っていること
を吐いたのか。」と聞かれ、上野が吐かな
かったとわかると、とても大事にしてくれ
て、トイレは抱いて連れて行ってくれまし
た。
上野は退学になった後、長野に帰り、版画
の勉強をしました。版画の基礎を学びまし
た。ある時、中国人の画学生が、お土産に自
分の版画集を上野に持ってきました。その
版画集の序文を魯迅が書いていました。魯
迅が序文を書くような画家は相当の人だと
思って、彼に自分が確信を持っていた作品
を見せました。その作品は、上野が満州から
帰った時の光景を、こんなことが許される
わけがないと憤慨して版画に彫ったもので
した。軍人たちが近所の人たちを集めて、
「俺たちは満州でこういうことをしているん
だ。」と言って、後手の人をずらりと並ばせ
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て首を切るところです。生首もあるし、中に
は女性の首もあります。さらにそこには日
本帝国主義、戦争絶対反対とありました。そ
の中国人の画学生は感激し、2人は生涯の友
となりました。
その後、上野は戦前は学校の教師をしな
がら過ごし、戦後は戦争反対の版画等を
彫っていました。広島の原爆を経験した人
が上野駅で原爆の話をしていたのを見て、
上野はその人のケロイドの足に触らせても
らったことがあります。そのときの手の感
触が忘れられず、それからは原爆の絵に没
頭しました。長崎へ行って、原爆病院に入っ
ている人と交流したりしました。最初は何
も話してもらえませんでしたが、仲良くな
るうちにぽつぽつと苦しい話をしてもらえ
るようになったそうです。それを61枚の小
さな版画の作品にしました。
そのうちに、大変仲良くしていた被爆者
が亡くなりました。苦しい苦しいと言って
亡くなりました。悲しみに暮れている時、上
野の頭の中で鳩が苦しみながら舞いました。
それをスケッチしたのが「瀕死の鳩」です。
「羽ばたき」はそれから後に描きました。そ
して、鳩と原爆を2つの柱にしながら生涯を
送りました。今から20～30年前、平和委員
会から平和年賀はがきが出たことがありま

すが、それに鳩が登場しています。また、原
水爆禁止世界大会のポスターにもなってい
ます。
一生を平和のために捧げて絵を描いた上
野誠。この近くで生まれた人の中にそうい
う人がいたということが嬉しくなって、こ
のような美術館を開きました。

120年前の 11月
1 日に秩父事件が
おきた。終焉の地
長野で、明日を夢
見て時代の峠を越
えていった若者た
ち、長い間暴徒と
呼ばれ、世間から
隠れるように暮らした遺族たち、彼らを偲
んで秩父弁で朗読された。朗読者は、もんぺ
に割烹着、姉さん被りのいでたちの神林千
代さん。その後、東京高齢協の 13名が朗読
を披露した。

・ 松代大本営地下壕の持つ意義
・ 保存運動の経過
・ 現状と問題
・ 今後の課題

・ 上野誠の画業と生き方―現代に生きる価



145

協同の發見 2004.12 No.149

値―
・ 版画館建設の経緯
・ 現状と課題

交流では、佐久地域で憲法九条を守る平
和運動を準備している女性から、どのよう
に組織していけばよいかという質問に、で
きるだけネットワークを使って多くの人に
呼びかけることをアドバイス。時間になり、
今日見たこと、聞いたこと、感じたことを胸
に、各自が明日から発信し行動することを
確認し、帰路につく。


